
(様式例３) 

令和７年度  学校関係者評価報告書 
 

大阪市立下新庄小学校 学校協議会 

１ 総括についての評価 

 

 

 

 

 

 

２ 年度目標（全市共通・学校園）ごとの評価 
 

年度目標：安全・安心な教育の推進 

全市共通目標（小学校） 

○小学校経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思います

か」に対して最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合いを 9０％以上にする。 

R7：③91.7% ④69.4% ⑤94.4% ⑥94.4% Ave 87.5% 

○年度末の校内調査において、不登校の児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

R７（年度末）: 1.38% R6（年度末）: 3.05% 

○年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を毎年増加させる。 

R7（年度末）: 60% 

学校園の年度目標 

○令和７年度の校内調査の「学校のきまりを守ることができていますか」の項目について

肯定的に回答する児童の割合を９２％以上にする。 

                 R7（中間）: 91.7% R7（年度末）: 89.9% 

○校内アンケートの「学校は楽しいですか」の項目について、肯定的に回答する児童の割

合を９７％以上にする。 

                  R7（中間）: 91.7% R5（年度末）: 96.1% 

 

年度目標：未来を切り拓く学力・体力の向上 

全市共通目標（小・中学校） 

○小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考え

を深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」に

と回答する児童の割合を５５％以上にする。 

R7：③44.4% ④38.9% ⑤48.1% ⑥47.2% Ave 44.7% 

 

○小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比をいずれの学年

も上回る。 

(対大阪市 平均正答率)R7国語：③99.9 ④102.1 ⑤103.3 ⑥103.5 

(対大阪市 平均正答率)R6算数：③95.4 ④99.0 ⑤102.3 ⑥101.7 

 

○小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすること

今年度は設定した目標値がひじょうに高く、僅差で達していない項目があるものの、学校

の取り組みはおおむね評価できる。今後も継続して取り組みを進めてほしい。 

今年度も、学校やＰＴＡ、地域が協力して活動を進めることができた。子どもたちのため

に互いに協力して取り組みを進め、子どもたちの輝く姿をたくさん見ることができ大変良か

った。今後も、子どもたちが楽しく学び、成長できるように頑張ってほしい。 



は好きですか」に対して最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を８５％以上にす

る。 

R7：③75.0% ④58.3% ⑤70.4% ⑥80.6% Ave 71.1% 

 

学校園の年度目標 

○令和７年度の校内調査の「朝食を毎日食べていますか」に対して肯定的な回答をする児

童の割合を９４％以上にする。 

R6（中間）: 94.0% R5（年度末）: 96.5% 

 

年度目標：学びを支える教育環境の充実 

 全市共通目標（小学校） 

○授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の 50％

以上にする。〔ただし、事務局が定める学校行事等 ICT 活用が適さない日数を除く〕 

R7 学習者用端末活用率：92.4% 

80%以上の日数割合：96.7% 

 

 ○教員の勤務時間の上限に関する基準を満たす教職員の割合を 76％以上にする。 

 〔１年間の時間外勤務時間が 720 時間以下、時間外勤務時間が 45 時間を超える月数 6

以下、時間外勤務時間が 100 時間を超える月数 0、直近 2～6 か月の時間外勤務時間の

平均が 80 時間を超える月数 0、を全て満たす。〕 

R7 2 月時点 達成率 100％ 

 

〇校内調査の「読書は好きですか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を８６％以上

にする。 

R7（中間）：79.6％ R7（年度末）: 79.0% 

 

○地域学校協働本部やコミュニティースクールなどの仕組みを生かして、学校の美化や登

下校の見守り、学習・部活動支援、放課後支援、学校行事の運営など、保護者や地域

の人との共同による活動をおこないましたか」に対して、肯定的に回答する児童・生

徒の割合を９４%以上にする。 

≪学校アンケート≫学校は、地域・保護者のかたと取り組む活動・授業を行っていま 

すか。 

R7（中間）： 94.3％ R7（年度末）: 92.2% 

 

・数値的には不登校児童の割合が改善している。今後も引き続き児童のそれぞれの状況をふまえ

丁寧に対応し、関係諸機関と連携し対応を進めてほしい。 

・学校を楽しいと感じる児童が多く安心した。否定的な回答をしている児童も一定数いるので、

楽しく学べる学校になる工夫等を進めてほしい。 

・地域・保護者との活動について、ほとんどの児童が肯定的に回答している。今後も、協力して

取り組みをすすめていきたい。 

３ 今後の学校園の運営についての意見 

 
 学校の取組を今後も応援したい。今後もこどもが安全・安心に学べる環境づくりをしなが

ら、学校が楽しいと感じられるような取り組みを進めてもらいたい。 


